








































人門（ユニット I)'刑事法と少年司法（ユニット 2)'不法行為（ユニット 3)'消費者法と住宅
法（ユニット 4)'家族法（ユニット 5)' コミュニティーにおける権利（ユニット 6) といった
多岐の領域にわたる。
Street Lawという名称の教育は， 1972年にジョージタウン大学ロー・センター・プロジェクト
として始まった(6)。革新的一般法律臨床プログラム (innovativepublic law clinical program)を
受講する 4人の法学生が，ワシントンDCの2つの公立学校において予防法アプローチによる教
育実践を行ったことが， StreetLaw教育の始まりであった。その後，全米組織 (National
Institute for Citizen Education in the Law)が設立され，カリキュラムが充実してくると，
Street Law教育は全米規模の広がりを見せるようになった。現在では，主にアメリカ合衆国の都
市部の40校のロー・スクールが，地元学校組織との連携による教育実践を行っている。この他，










































「合理的」とは，「よい理由 (goodreasons)」があることを指す。 "StreetLaw"においては， Sir



























































































































































































































































































































派の見解の記述， (2)事例の選択， (3)法と権利及び価値，利益との関係， (4)法関連問題に
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